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Lunch昼｡xと速乾性ボンドを用いた

未固結砂礫の定方位試料作成法

七山太1)･重野聖之2)

1.はじめに

未固結試料の堆積構造を定方位で観察するため

の研究手法は,既に幾つか確立されている(例え

ば,パラフィン固定法:有田･,中村,1981,有田,

1983;自然浸透固定法および現地瞬間固定法:増

田･須崎,1984).しかし,これらのどの手法にも多

かれ少なかれ欠点がある.特に,この種の定方位

試料作成に必要とされる特殊でかつ高価な薬品

(例えばエポキシ樹脂,リゴラック,カナダバルサム

等;考古学者がはぎ取りに用いるドマックNS-10)

や特殊な機材(例えば軟X線;有田･中村,1981)

は,研究機関に所属しない者にとって如何ともしが

たい問題である.一方,アロンアルファを用いた現

地瞬間固定法(増田･須崎,1984)は,少量の定方

位試料の採集に対してたいへん有効ではあるが,

あまり多量の試料採集には適さない.また,これら

の手法は砂粒を主な採集対象としており,礫や泥

を併せて固定することが出来ない等の技術的な問

題は,その後の検討課題とされていた.さらに一度

定型に固定してしまうと,自然露頭に見られるよう

な粒度ごとの凹凸(即ち堆積構造)が消されてしま

うという欠点もあった.ところがこの逆に,未固結

のままでは観察できない堆積構造が,定方位試料

に固定することによって,あたかも続成作用を受け

た地層のように再現できる場合もある.

1997年12月末,筆者等は1993年北海道南西沖

地震によって生じた遡上型津波堆積物の現地調査

を行っていた際に,戸倉(1996)の速乾性ボンドは

ぎ取り方を実践してみた(第1図C,D).しかし,日

中においても一5℃前後のあまりの低温の為,スプ

レｰボンドが噴出,固結せず,やむなく途中で作業

を断念した.現場でこの窮地を打破するべく思考

を巡らせた結果,LunchBox定方位試料作成法

(以下にLunchBox法)を考案した.早速,現地の

金物屋で備品を調達したうえで実践した結果,予

想以上に効果的だったので,以下にその手法を周

知したいと思う.

2｡必要なもの

作業に必要なものを列挙するが,これらは全て日

本中のDIYショップなら何処でも安価で手に入るも

のばかりである.なお,◎はぜひ必要,○はあった

方が便利なものである.

◎速乾性ボンド.特に戸倉(1996)の示したコニシ

(株)のG-17スプレｰが安価でかつ使いやすい.

しかし,スプレｰボンドの使用は気温十5℃以上

を想定しており,それ以下だとスプレｰ噴射しな

いことや､溶剤が分離し玉状になってしまう点に

は注意が必要である.おおよそ1缶で,普通サイ

ズのLunchBox5個分の定方位試料作成が可能

である.

○瞬間接着剤,同じくコニシ(株)のアロンアルファ

は,安価でかつ使いやすい.

◎採集したい試料の面積や体積に合わせたLunch

Box.タッパｰ式,半透明でかつ底が深いものの

方が便利である.

◎クリアｰラッカｰ,油性がよい.

◎ペイント用の刷毛,いろいろなタイプのものを揃

えておくとよい.

○補強用のベニヤ板もしくは布.試料の固結度が
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第1図野外における津波堆積物の産状.A)上部の砂鉄質な部分には,不鮮明なカレントリップルが認められる.B)一見

級化構造を示しているように見える.C)戸倉(1996)による速乾性ボンドはぎ取り方の実践例.試料表面を整形,

乾燥させた後､スプレｰボンドを塗布する.さらに補強用の布を張る.D)おおよそ1時間後,ボンドが固結した後

に,露頭からはき取った面を刷毛で掃くと､縞麗なカレントリップルが浮かび上がってくる.

弱い場合,特に細粒な試料の場合には補強(裏

打ち)が必要.

◎包丁,先のとがった厚歯のものの方が作業しや

すい.カッタｰナイフは折れやすいため,大変危

険.

◎油性マジックペン.

○園芸用ねじり鎌.

○根切り鋏.植生の著しいところでは,たいへん重

宝.

○スコップ,シャベル等.

○新聞紙,ビニｰルシｰト等.

3.作業手順

以下に,野外と室内に分けて作業手順を示す.

3.1野外作業

1)はぎ取りの必要な部分を,予めねじり鎌で整形

し,平坦化する.この時点で露頭の写真撮影や

簡単なスケッチを行っておくとよい(籍1図A,B).

2)LunchBoxをはぎ取り面に押しあて,枠の跡を

付ける.その際,LunchBoxの上面が水平にな

るように心がける.LunchBoxの各面に平行に

先のとがった包丁で深めに切り込みを入れた

後,LmchBoxの上面にクリノメｰタｰを用いて

方向を書き入れておく.

3)LmchBoxを2)の切れ込みに沿って押し込ん

で,出来るだけ不撹乱の状態で試料を採取す

る.この状態でLmchBoxの底面に試料番号を

記し,さらに写真を撮っておくと良い(第2図A).

4)スコップでLunchBoxを掘り起こし,定方位試
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第2図LunchBoxでの試料採集の手順を示す写真一覧.A)L㎜chBoxを整形した露頭に押し込み,試料ナンバｰと方

位を書き込む.B)包丁で余分な砂を削ぎ落とし,室内に持ち帰る.

料を回収する｡試料の乾燥を防ぐために,回収与え,試料を半分LmchBoxから出した状態で,

後直ぐにタッパｰの蓋をして,LunchBoxの周固結部とボンドの浸透していない未固結部の塊

りに付着した土砂を除去する(第2図B).に包丁を入れる.未固結部は再びLmchBoxに

戻し,蓋をして他の分析のために保存しておく.

3.2室内作業

1)LunchBoxを室内に持ち帰った後,蓋をとり,

半日ほど試料の表面を風乾させる.

2)表面が乾燥したことを確認したうえで,速乾性ボ

ンドを塗布する.最初は粒子を飛ばさないよう

に1mほど距離をおいて霧状に,表面がある程

度濡れた状態になってからは,30cmほどに距離

を縮めて厚めに塗布する.速乾性ポンドの浸透

量によって,定方位試料の厚さがある程度調整

できうるが,この際,試料表面からおおよそ1cm

ぐらいの浸透が目安となる.ボンドの必要量も

試料の粒度によって規定され,粒度が粗いもの

や空隙率の高いものは,容易に浸透していく.

逆に細粒な試料は浸透量が少なく,固結後も表

面しかはぎ取れない場合が多い.この状態で約

半日放置する.

3)試料の表面が固結したことを確認した後,先の

とがった包丁で,LmchBoxの四隅に沿って底

まで切れ目を入れる.さらに,LmchBoxを逆さ

に机の上に置く.その際,机の上にビニｰルシ

ｰトか新聞を敷いておくとよい.適度な振動を

4)今度は固結した定方位試料を反転させて,ペイ

ント用の刷毛で表面を適度な力加減で掃いてみ

る.この際,粒子配列に沿うように刷毛を動か

すことが重要である.すると,不思議なことに相

対的に粗粒な粒子ほど凸状,細粒な粒子ほど削

れて凹状をなしたレリｰフが徐々に出来あがっ

ていく.これはボンドの浸透量の相違によって再

現された堆積構造である.刷毛で掃いた際,有

為な粒子(特に礫)がとれかかった際は,アロン

アルファで随時固定しておくとよい.

5)レリｰフの表面を乾燥させた後､表面に油性の

クリアｰラッカｰを塗布する.必要に応じてベニ

ヤ板や布で補強(裏打ち)する.

6)定方位試料の上面に油性マジックで方位を書き

入れておく.

4.LunchBox法の実施例

1996年以来,私たちは1993年北海道南西沖地

震津波によって生じた遡上型津波堆積物の研究を

行っている(第3図,口絵参照).遡上型津波堆積
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策3図調査位置図.A)北海道渡島半島と大成町の位置図.斜線は北海道南西沖地震の余震域を示す.B)臼別川の位

置図.点線で囲まれた部分は,津波の侵入域を示す.

押し耀麗1

噂引き漉

鰻引き波

�

第4図津波堆積物のLunchBox試料の実例.A)下部には押し波,上部には引き波によって出来たカレントリップルが

観察される.白く見える部分が腐植土.押し波によって浸食されている.B)押し波によって出来たカレントリッ

プルが卓越する.白く見える部分が腐植土で,押し波によって浸食されている.C)LunchBox法では礫も固定

でき,ファブリックの計測も可能となる.引き波によって出来た堆積構造である.
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物の堆積構造は既に多くの研究者によって検討さ

れてきており,単純に級化構造を示すと記述され

てきた(例えば,西村･宮地,1994;今村ほか,

1997;箕浦,1997).私たちが大成町臼別川河口

付近で露頭観察した際も,津波堆積物は一見級化

構造のみを示している様に思えた(第1図A,B).と

ころが,実際にLmchBox法で定方位試料を作成

してみると,第4図のようなカレントリップル,礫のフ

ァブリックが至る所で観察された.さらにこれらの

堆積学的情報から,津波の押し波と引き波に伴う

粒子運搬プロセスが解明されつつある(第4図).

5.LunchBox法の利便性と今後の検討課題

LunchBox法の利便性は,以下のようにまとめ

られる.

1)特殊な装備が要らず,必要な用具も安価でかつ

誰にでも何処でも入手できる.

2)広い粒度分布を示す試料,特に粗い砂礫を含

む未固結試料の堆積構造を観察する際には,大

変有効な手法である.

3)速乾性ボンドの浸透量の差によって,あたかも続

成作用を受けた地層のような粒度オｰダｰの凹

凸が再現でき,堆積構造がより明瞭となる.

4)定方位でかつ自在に厚みを持たせることが出来

るので,粒子配列や斜交葉理等の有方向性デｰ

タが,容易に計測できる.

5)試料固結後は岩石カッタｰで任意の断面を切る

ことができる.

6)含水状態の未固結試料,例えば現世の海浜砂

や河川砂も,同様な手法で処理することが出来

る.

7)速乾性ボンド(G-17)がゴム系であるため,収縮

が少なく,乾燥後もあまり変形しない.

8)残りのLunchBox試料を,分析用として用いる

ことができる.ゆえに,その後定方位試料の堆積

構造や粒度に対応させた各種分析作業が可能

となる､

しかし,この種の未固結堆積物の固定作業にお

いて,どうしても生じうる問題が1つある.それは脱

水によって泥(すなわち粘土鉱物)が収縮し,定方

位試料中に亀裂が入ることによって,堆積構造が

乱される問題である(有田,1983).この対策として

は,表面の乾燥後,厚めにクリアｰラッカｰを塗布

することによって､ある程度は解消できる.また,速

乾性ボンド(G-17)自身の持つ黄色い色調も,クリ

アｰラッカｰを塗布することによって目立たなくする

こともできる.但し,これらの定方位試料がどの程

度長期保存に耐えられるかは,現時点においては

不明である.

今後LunchBox法が普及し,多くの研究者によ

って更なる改良が加えられれば,筆者等にとってこ

のうえない喜びである.
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